
コピー厳禁

 
２
０
２
１
年
度
卒
業
論
文 

   

近
代
に
お
け
る
仏
教
者
の
教
育
観 

―

浄
土
真
宗
を
中
心
に―

 

   

Ｌ
１
８
０
０
４
２ 

神
根
真
生 

 



コピー厳禁

目

次 序

論

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１ 

 

本

論

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２ 

第

一

章 
近

代

仏

教

と

教

育

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２ 

 
 

 

第

一

節 

教

育

分

野

の

展

開

と

時

代

背

景

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２ 

 
 

 

第

二

節 

教

育

機

関

の

変

化

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

６ 

 
 

第

二

章 

仏

教

者

の

教

育

観

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

０ 

 
 

 

第

一

節 

井

上

円

了

の

教

育

観

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

０ 

 
 

 
 

第

一

項 

井

上

円

了

の

生

涯

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

０ 

 
 

 
 

第

二

項 

宗

教

と

教

育

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

１ 

 
 

 

第

二

節 

清

澤

満

之

の

教

育

観

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

３ 

第

一

項 

清

澤

満

之

の

生

涯

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

３ 

第

二

項 

開

発

的

教

育

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

５ 

 
 

 

第

三

節 

前

田

慧

雲

の

教

育

観

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

８ 

 
 

 
 

第

一

項 

前

田

慧

雲

の

生

涯

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

８ 

 
 

 
 

第

二

項 

智

的

修

養

と

情

的

修

養

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

１

９ 



コピー厳禁

 
 

 

第

四

節 

高

楠

順

次

郎

の

教

育

観

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２

１ 

第

一

項 

高

楠

順

次

郎

の

生

涯

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２

１ 

第

二

項 

人

格

教

育

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２

２ 

結

論

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

２

５ 

 

註 参

考

文

献 

          



コピー厳禁

 

1 

 

序

論 

 

私

は

、

近

代

仏

教

は

、

仏

教

教

団

だ

け

で

な

く

、

教

育

、

文

化

、

メ

デ

ィ

ア

、

グ

ロ

ー

バ

ル

化

な

ど

多

様

な

視

点

に

接

続

で

き

る

も

の

で

あ

る

と

考

え

る

。

つ

ま

り

、

寺

院

の

中

だ

け

で

完

結

し

て

き

た

仏

教

が

い

か

に

し

て

社

会

に

影

響

を

与

え

、

存

在

感

を

発

揮

し

て

い

た

の

か

を

見

て

い

く

こ

と

が

必

要

と

い

う

こ

と

で

あ

る

。

吉

永

進

一

氏

の

言

葉

を

借

り

る

な

ら

ば

、
「

仏

教

の

近

代

化

と

は

、

仏

教

が

（

日

本

の

）

寺

院

か

ら

出

て

行

く

過

程

だ

と

言

っ

て

も

い

い

。
」
１

と

い

う

事

に

な

る

だ

ろ

う

。 

こ

の

多

様

な

視

点

の

中

で

、

私

は

近

代

仏

教

と

教

育

と

い

う

視

点

に

注

目

す

る

。

そ

の

理

由

と

し

て

、

教

育

の

分

野

に

は

背

景

と

な

る

社

会

情

勢

や

求

め

ら

れ

る

価

値

観

が

色

濃

く

反

映

さ

れ

て

く

る

た

め

、

社

会

と

宗

教

と

教

育

の

関

係

性

は

、

互

い

に

影

響

を

及

ぼ

す

も

の

で

あ

る

と

考

え

る

。 

斎

藤

昭

俊

氏

は

『

近

代

仏

教

教

育

史

』

中

で

、
「

学

校

教

育

に

お

け

る

仏

教

教

育

の

目

的

」

の

冒

頭

に

、 

仏

教

教

育

の

究

極

的

目

的

は

普

遍

的

な

も

の

で

あ

る

が

、

実

践

的

目

的

は

思

想

、

制

度

等

の

社

会

的

変

動

に

よ

っ

て

変

り

、

そ

の

目

的

実

現

の

た

め

の

教

育

制

度

も

変

わ

る

。

教

育

は

教

育

制

度

に

よ

っ

て

推

進

さ

れ

る

の

で

あ

る

。
２ 

と

述

べ

て

い

る

。

私

は

本

論

文

に

お

い

て

、

こ

の

普

遍

的

な

も

の

を

、

そ

の

実

践

と

し

て

近

代

を

生

き

た

仏

教

者

の

軌

跡

を

頼

り

に

明

ら

か

に

し

て

い

き

た

い

と

考

え

る

。 

本

論

文

で

は

、

日

本

が

近

代

化

に

進

む

中

で

、

仏

教

に

よ

る

教

育

が

ど

の

よ

う

な

目

的

を

持

っ

て

行

わ

れ

た

の

か

を

明

ら

か

に

し

、

そ

こ

で

重

視

さ

れ

た

価

値

観

に

つ

い

て

浄

土

真

宗

を

中

心

に

考

察

す

る

。

第

一

章

で

は

、

近

代

仏

教

の

教

育

分

野

の

展

開

と

時

代

背

景

を

確

認

し

、

そ

の

時

代

の

流

れ

の

中

で

決

め

ら

れ

た

教

育

制

度

に

則

っ

て

、

真

宗

教

団

が

ど

の

よ

う

な

教

育

機

関

を

作

っ

た

の

か
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を

見

て

い

く

。

第

二

章

で

は

、

仏

教

者

の

教

育

観

と

し

て

、

真

宗

大

谷

派

か

ら

井

上

円

了

、

清

澤

満

之

、

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

か

ら

、

前

田

慧

雲

、

高

楠

順

次

郎

を

と

り

あ

げ

て

、

各

人

の

活

動

に

つ

い

て

見

て

い

く

こ

と

で

、

社

会

の

変

化

が

激

し

か

っ

た

明

治

期

か

ら

大

正

期

と

い

う

時

代

の

中

で

、

ど

の

よ

う

な

教

育

観

を

持

っ

て

教

育

に

当

た

っ

た

の

か

考

察

し

て

い

く

。 

   

本

論 第

一

章 

近

代

仏

教

と

教

育 

第

一

節 

教

育

分

野

の

展

開

と

時

代

背

景 

こ

の

章

で

は

、

主

に

教

育

の

分

野

で

仏

教

界

に

関

す

る

こ

と

や

、

背

景

と

な

る

時

代

状

況

を

理

解

す

る

の

に

重

要

な

出

来

事

に

絞

っ

て

、

仏

教

界

の

近

代

化

へ

の

流

れ

を

述

べ

て

い

き

た

い

。 

仏

教

界

に

と

っ

て

、

明

治

時

代

の

始

ま

り

は

厳

し

い

も

の

で

あ

っ

た

。

一

八

六

八

年

に

明

治

政

府

よ

り

、

神

道

を

仏

教

と

分

離

さ

せ

神

道

を

国

教

と

し

て

再

編

す

る

た

め

に

、

神

仏

判

然

令

が

発

せ

ら

れ

た

。

こ

の

神

仏

判

然

令

を

発

端

と

し

て

、

仏

教

界

は

廃

仏

毀

釈

と

い

う

一

連

の

仏

教

弾

圧

活

動

に

よ

っ

て

大

打

撃

を

受

け

る

こ

と

と

な

る

。 

 

だ

が

、

神

道

の

み

に

よ

る

国

民

教

化

を

行

お

う

と

い

う

明

治

政

府

の

思

惑

は

早

々

に

外

れ

て

し

ま

う

、

そ

れ

は

、

仏

教

を

排

除

し

た

も

の

の

神

道

の

神

職

者

に

は

説

教

を

行

う

能

力

や

経

験

が

不

足

し

て

い

た

た

め

で

あ

る

。

そ

こ

に

、

キ

リ

ス

ト

教

の

勢

力

拡

大

と
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い

う

問

題

も

浮

上

す

る

。 

 

そ

こ

で

、

一

八

七

二

年

に

、

明

治

政

府

は

国

民

教

化

を

推

進

す

る

た

め

に

教

部

省

を

設

置

す

る

。

教

部

省

に

よ

っ

て

、

僧

侶

と

神

職

者

を

教

導

職

に

任

命

し

、

国

民

教

化

を

行

お

う

と

考

え

た

の

で

あ

る

。

こ

れ

に

対

し

、

仏

教

側

は

人

材

育

成

と

教

義

研

究

の

場

と

し

て

の

役

割

を

想

定

し

て

大

教

院

を

設

置

す

る

こ

と

で

、

廃

仏

毀

釈

に

よ

っ

て

打

撃

を

受

け

た

仏

教

界

を

復

活

さ

せ

よ

う

と

考

え

た

。 
 

 
 

 

し

か

し

、

教

導

職

に

よ

る

合

同

で

の

儀

式

が

神

道

形

式

に

な

る

な

ど

現

場

で

は

混

乱

を

招

き

、

明

治

政

府

自

体

も

宗

教

に

よ

る

国

民

教

化

か

ら

学

校

教

育

に

よ

る

国

民

育

成

へ

と

舵

を

切

り

、

方

針

を

移

行

し

つ

つ

あ

っ

た

。

さ

ら

に

、

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

の

僧

侶

で

あ

る

島

地

黙

雷

の

批

判

運

動

も

あ

い

ま

っ

て

、

大

教

校

は

わ

ず

か

三

年

足

ら

ず

で

瓦

解

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。 

一

八

七

二

年

に

、

学

制

が

発

布

さ

れ

、

日

本

は

国

家

富

国

を

目

指

し

国

民

皆

学

に

向

け

て

動

き

始

め

る

が

、

そ

の

呼

び

水

と

し

て

、

福

沢

諭

吉

ら

に

よ

っ

て

実

学

・

立

身

出

世

主

義

が

う

ち

出

さ

れ

る

。 

す

る

と

一

八

七

七

年

に

は

、

近

代

日

本

に

お

け

る

初

め

て

の

高

等

教

育

機

関

で

あ

る

東

京

大

学

が

創

立

さ

れ

、

そ

の

二

年

後

に

は

、

仏

書

を

講

じ

る

た

め

禅

僧

で

あ

る

原

坦

山

を

招

き

、

印

度

哲

学

の

講

義

を

開

く

こ

と

に

な

る

。

こ

の

講

義

の

特

徴

と

し

て

、

原

坦

山

は

仏

教

を

宗

教

で

は

な

く

哲

学

と

し

て

理

解

し

て

い

る

。

ま

た

、

同

時

期

に

東

京

大

学

で

は

、

哲

学

者

の

フ

ェ

ノ

ロ

サ

も

教

鞭

を

と

っ

て

お

り

、

真

宗

大

谷

派

の

井

上

円

了

と

清

沢

満

之

は

彼

ら

の

講

義

を

受

け

て

い

る

こ

と

か

ら

、

多

分

に

影

響

を

受

け

た

と

考

え

ら

れ

る

。 

 

一

八

八

五

年

頃

に

は

、

内

閣

制

度

が

発

足

し

、

初

代

外

務

大

臣

に

就

任

し

た

井

上

馨

に

よ

る

欧

化

政

策

が

進

む

と

、

女

子

教

育

や

風

俗

改

良

運

動

、

廃

娼

・

禁

酒

運

動

な

ど

を

展

開

し

た

キ

リ

ス

ト

教

が

急

速

に

信

者

を

獲

得

し

始

め

る

。

こ

の

キ

リ

ス

ト

教

の

活

動
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の

影

響

も

あ

り

、

真

宗

本

願

寺

派

に

設

立

さ

れ

た

普

通

教

校

で

は

、

同

校

の

教

員

や

学

生

有

志

ら

に

よ

っ

て

禁

酒

な

ど

を

ス

ロ

ー

ガ

ン

に

掲

げ

た

社

会

改

良

運

動

で

あ

る

、

反

省

会

が

組

織

さ

れ

た

。

さ

ら

に

翌

年

に

は

、

高

楠

順

次

郎

や

桜

井

義

肇

、

梅

原

融

、

古

河

老

川

ら

の

学

生

を

中

心

と

し

て

、

機

関

誌

『

反

省

会

雑

誌

』

が

発

行

さ

れ

た

。

そ

の

後

『

反

省

会

雑

誌

』

は

、

明

治

三

十

二

年

に

新

た

な

読

者

の

獲

得

を

目

指

し

、

東

京

へ

と

進

出

し

雑

誌

名

を

『

中

央

公

論

』

に

改

称

し

て

い

る

。 

 

鹿

鳴

館

な

ど

に

代

表

さ

れ

る

欧

化

政

策

だ

が

、

こ

の

よ

う

な

欧

化

の

風

潮

が

次

第

に

収

束

す

る

と

、

今

度

は

国

粋

主

義

へ

と

転

換

し

て

い

く

こ

と

に

な

る

。 

 

そ

の

転

機

と

し

て

、

一

九

〇

〇

年

の

教

育

勅

語

と

内

村

鑑

三

の

不

敬

事

件

が

あ

げ

ら

れ

る

。

こ

の

事

件

に

よ

り

、

社

会

に

溜

ま

っ

て

い

た

反

キ

リ

ス

ト

教

感

情

が

沸

騰

し

、

様

々

な

場

所

か

ら

キ

リ

ス

ト

教

批

判

が

行

わ

れ

た

。

仏

教

界

か

ら

は

島

地

黙

雷

や

井

上

円

了

が

先

頭

に

立

ち

キ

リ

ス

ト

教

を

攻

撃

し

、

一

八

九

三

年

、

東

京

帝

国

大

学

教

授

の

井

上

哲

次

郎

に

よ

っ

て

『

教

育

と

宗

教

の

衝

突

』

が

発

表

さ

れ

た

こ

と

も

合

わ

さ

っ

て

、

キ

リ

ス

ト

教

批

判

は

広

が

っ

て

い

っ

た

。 

ま

た

、

一

八

九

四

年

に

、

日

本

は

日

清

戦

争

を

開

戦

す

る

こ

と

に

な

る

が

、

そ

の

開

戦

前

夜

に

は

日

英

通

商

航

海

条

約

が

調

印

さ

れ

た

。

一

八

九

九

年

に

発

行

す

る

こ

の

条

約

で

は

、

内

地

解

放

・

雑

居

が

実

現

さ

れ

る

た

め

、

政

治

・

経

済

界

の

み

な

ら

ず

キ

リ

ス

ト

教

へ

の

対

抗

と

い

う

観

点

か

ら

も

、

こ

の

条

約

締

結

は

教

育

・

宗

教

界

に

大

き

な

動

揺

を

与

え

る

も

の

で

あ

っ

た

。 

教

育

の

現

場

で

は

、

同

年

、

実

業

学

校

令

・

高

等

女

学

校

例

に

続

き

私

立

学

校

令

が

公

布

さ

れ

た

。

だ

が

、

私

立

学

校

令

の

施

行

に

際

し

て

発

せ

ら

れ

た

、

文

部

省

訓

令

第

十

二

号

に

お

い

て

、

教

科

課

外

を

含

む

宗

教

上

の

教

育

や

儀

式

の

禁

止

が

通

告

さ

れ

た

。 
 

 
 

こ

れ

は

今

後

、

増

加

が

予

想

さ

れ

る

キ

リ

ス

ト

教

系

教

育

機

関

を

対

象

と

し

た

も

の

で

あ

っ

た

。 
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仏

教

界

で

は

こ

の

頃

、

仏

教

清

徒

同

志

会

に

よ

る

新

仏

教

運

動

や

、

清

澤

満

之

の

精

神

主

義

運

動

な

ど

が

社

会

的

反

響

を

呼

ん

だ

時

期

で

も

あ

っ

た

。 

 

こ

こ

ま

で

の

流

れ

で

教

育

に

関

す

る

法

令

は

大

方

整

い

つ

あ

る

が

、

一

九

〇

三

年

に

は

、

さ

ら

に

専

門

学

校

令

が

公

布

さ

れ

た

。 

そ

し

て

、

こ

の

年

つ

い

に

、

日

露

戦

争

が

開

戦

す

る

。

こ

う

し

た

情

勢

の

中

、

一

九

〇

八

年

の

戊

申

詔

書

や

一

九

一

二

年

の

神

道

・

仏

教

・

キ

リ

ス

ト

教

の

三

教

会

同

が

開

催

さ

れ

る

。

こ

の

時

、

仏

教

界

は

日

露

戦

争

下

に

お

い

て

教

団

を

あ

げ

た

従

軍

布

教

を

行

い

、

戦

時

奉

公

と

い

う

活

動

に

よ

っ

て

社

会

に

存

在

意

義

を

示

し

た

。

そ

の

甲

斐

も

あ

り

、

仏

教

界

は

次

第

に

危

険

思

想

防

止

の

役

割

を

期

待

さ

れ

て

い

く

こ

と

に

な

る

。 

日

露

戦

争

は

教

育

の

面

か

ら

も

一

つ

の

分

岐

点

に

な

る

。

そ

れ

は

、

先

述

し

た

井

上

哲

次

郎

の

『

教

育

と

宗

教

の

衝

突

』

の

内

容

に

仏

教

も

当

て

は

ま

っ

て

い

た

こ

と

で

、

仏

教

の

厭

世

観

や

禁

欲

主

義

が

批

判

さ

れ

た

こ

と

で

あ

る

。

井

上

哲

次

郎

は

そ

の

後

、

倫

理

的

宗

教

と

い

う

あ

り

方

を

提

示

し

、

仏

教

界

は

そ

れ

に

対

す

る

立

場

を

示

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

く

な

る

の

だ

が

、

そ

こ

で

仏

教

界

が

用

い

た

の

が

修

養

論

で

あ

る

。

こ

の

修

養

は

、

筑

摩

書

房

の

設

立

に

関

わ

っ

た

思

想

家

の

唐

木

順

三

に

よ

っ

て

広

く

紹

介

さ

れ

た

。 

唐

木

順

三

は

、

修

養

に

は

型

が

あ

る

が

教

養

に

は

型

が

な

い

と

し

て

、

教

養

主

義

の

批

判

の

た

め

に

修

養

を

持

ち

出

し

た

の

で

あ

る

。 
 

 

そ

の

、

修

養

が

初

め

て

書

籍

に

用

い

ら

れ

た

の

は

、

中

村

正

直

の

『

西

国

立

志

編

』

で

あ

ろ

う

。

続

い

て

日

清

戦

争

前

後

に

は

、

松

村

介

石

や

徳

富

蘇

峰

と

い

っ

た

人

物

が

用

い

て

い

る

。

そ

し

て

、

日

露

戦

争

戦

後

に

な

り

、

国

家

に

対

す

る

義

務

と

い

う

意

識

が

高

ま

る

と

、

そ

の

意

識

と

近

代

的

な

自

我

と

の

間

で

、

煩

悶

や

厭

世

と

い

っ

た

こ

と

に

悩

む

青

年

た

ち

が

多

く

出

て

き

て

し

ま

う

。 
 

 

そ

う

い

っ

た

悩

め

る

青

年

に

向

け

た

処

世

訓

と

し

て

、

加

藤

咄

堂

の

『

修

養

論

』

や

新

渡

戸

稲

造

の

『

修

養

』

な

ど

が

ベ

ス

ト

セ
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ラ

ー

に

な

り

、

修

養

書

ブ

ー

ム

が

や

っ

て

く

る

。

仏

教

界

は

、

こ

の

修

養

ブ

ー

ム

を

取

り

込

ん

で

、

倫

理

的

宗

教

で

の

立

場

を

示

し

て

い

っ

た

。

そ

の

た

め

、

日

露

戦

争

以

降

は

、

多

く

の

宗

教

者

が

修

養

を

説

い

て

お

り

、

仏

教

界

で

は

、

真

宗

大

谷

派

の

清

澤

満

之

や

伊

藤

証

信

、

真

宗

本

願

寺

派

の

前

田

慧

雲

な

ど

が

修

養

論

を

説

い

て

い

る

。 

明

治

が

終

わ

り

大

正

期

に

入

る

と

、

大

正

デ

モ

ク

ラ

シ

ー

の

風

潮

が

高

揚

し

て

く

る

。

こ

の

風

潮

は

民

衆

の

政

治

意

識

を

高

め

た

だ

け

で

な

く

、

教

育

や

文

化

の

分

野

に

お

い

て

も

自

由

主

義

的

傾

向

を

高

め

る

こ

と

と

な

っ

た

。

こ

れ

に

よ

り

明

治

的

臣

民

か

ら

脱

皮

を

果

た

し

た

民

衆

の

誕

生

に

、

政

府

は

、

前

述

し

た

三

教

会

同

の

開

催

と

神

道

・

仏

教

・

キ

リ

ス

ト

教

の

公

認

教

化

を

進

め

る

こ

と

で

政

治

・

教

育

・

宗

教

が

一

体

と

な

っ

た

思

想

善

導

を

行

お

う

と

考

え

た

。 

 

一

方

で

教

育

面

で

は

、

一

九

一

八

年

に

中

学

校

令

、

高

等

学

校

令

を

改

正

し

、

さ

ら

に

大

学

令

を

公

布

し

た

。

こ

の

動

き

は

、

増

加

す

る

新

中

間

層

に

対

応

す

る

た

め

、

中

・

高

等

教

育

の

門

戸

開

放

を

は

か

る

と

と

も

に

、

青

年

層

の

掌

握

、

教

化

を

目

指

す

ね

ら

い

が

あ

っ

た

。

ま

た

、

大

学

令

に

よ

り

国

公

立

大

学

が

増

設

さ

れ

、

私

立

の

専

門

学

校

が

大

学

に

編

入

さ

れ

る

の

も

こ

の

時

で

あ

る

。 

 

第

二

節 

教

育

機

関

の

変

化 

 

前

節

で

は

、

教

育

の

近

代

化

を

仏

教

界

と

の

関

係

性

と

と

も

に

見

て

き

た

が

、

こ

の

節

で

は

、

教

育

機

関

は

近

代

化

の

流

れ

の

な

か

で

、

ど

の

よ

う

に

変

化

し

て

き

た

の

か

を

、

真

宗

教

団

に

注

目

し

て

述

べ

て

い

き

た

い

。 

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

教

団

で

は

一

八

七

六

年

の

学

制

発

布

に

よ

り

、

大

教

校

を

最

高

学

府

と

し

た

教

育

体

制

が

確

立

す

る

。

こ

の

よ

う

に

、

順

調

な

ス

タ

ー

ト

を

切

っ

た

と

思

わ

れ

た

教

育

体

制

で

あ

る

が

、

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

教

団

内

に

お

い

て

、

北

畠

道

龍

が
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防

長

系

僧

侶

か

ら

寺

務

の

主

導

権

を

取

り

戻

そ

う

と

し

た

寺

務

所

東

移

事

件

を

起

こ

し

た

影

響

で

、

大

教

校

は

開

校

一

年

半

に

し

て

、

真

宗

学

庠

に

校

名

を

変

更

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

こ

こ

で

興

味

深

い

の

は

、

真

宗

学

庠

に

な

り

発

さ

れ

た

「

真

宗

学

庠

規

則

」

に

は

、

「

本

庠

は

派

内

の

僧

侶

を

教

育

し

、

他

日

布

教

伝

道

の

棟

梁

た

ら

し

め

ん

が

為

に

設

立

す

る

と

こ

ろ

な

り

」

と

い

う

記

載

が

あ

る

こ

と

で

あ

る

。

こ

の

記

載

よ

り

、

真

宗

学

庠

へ

の

変

更

は

、

学

庠

設

置

の

目

的

が

布

教

伝

道

者

と

し

て

の

僧

侶

の

養

成

に

あ

る

こ

と

を

強

調

す

る

た

め

で

あ

っ

た

こ

と

が

分

か

る

。 

次

の

変

化

は

、

一

八

八

四

年

の

改

正

奨

学

条

例

に

よ

っ

て

、

真

宗

学

庠

の

大

幅

な

普

通

学

の

導

入

や

僧

俗

共

学

の

普

通

教

校

の

設

立

が

実

現

す

る

こ

と

に

な

る

こ

と

で

あ

る

。

続

い

て

真

宗

学

庠

と

普

通

教

校

は

、

一

八

八

八

年

の

大

学

林

例

の

発

布

に

よ

っ

て

、

考

究

院

、

内

学

院

、

文

学

尞

の

二

院

一

尞

で

構

成

さ

れ

た

大

学

林

と

し

て

開

校

す

る

こ

と

に

な

る

。

こ

の

よ

う

に

し

て

出

来

た

大

学

林

で

あ

る

が

、

伝

統

的

な

宗

学

を

重

視

す

る

内

学

院

と

広

く

諸

科

学

に

わ

た

る

教

養

を

重

視

す

る

文

学

尞

で

は

学

風

が

違

い

過

ぎ

、

対

立

を

引

き

起

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

う

。

そ

こ

で

、

一

八

九

一

年

に

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

教

団

は

大

学

林

令

を

廃

止

し

て

、

新

た

な

大

学

林

規

則

と

と

も

に

文

学

尞

規

則

を

発

布

し

、

大

学

林

か

ら

文

学

尞

を

分

離

す

る

こ

と

で

、

対

立

の

鎮

静

化

を

は

か

る

処

置

を

講

じ

た

。 前

節

に

あ

る

よ

う

に

、

一

八

九

九

年

の

私

立

学

校

令

に

よ

り

教

育

制

度

の

整

備

が

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

教

団

に

と

っ

て

、

喫

緊

の

課

題

と

な

っ

た

こ

と

は

言

う

ま

で

も

な

い

。

そ

こ

で

、

一

九

〇

〇

年

に

、

仏

教

大

学

・

仏

教

高

等

学

校

・

仏

教

中

学

に

定

め

た

職

制

を

発

布

し

た

。

そ

の

二

年

後

に

は

、

学

校

条

例

を

改

正

し

て

、

仏

教

大

学

を

仏

教

専

門

学

校

及

び

高

輪

仏

教

大

学

の

二

校

に

変

更

す

る

こ

と

に

な

る

が

、

こ

の

職

制

は

そ

の

後

、

一

九

〇

四

年

の

高

輪

仏

教

大

学

の

廃

止

に

と

も

な

い

、

仏

教

専

門

学

校

の

名

称

を

仏

教
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大

学

に

戻

す

こ

と

に

な

る

。

ま

た

、

一

九

一

八

年

の

大

学

令

の

公

布

を

う

け

、

一

九

二

二

年

に

、

仏

教

大

学

の

名

称

を

龍

谷

大

学

に

変

更

し

た

。 

こ

の

よ

う

な

変

化

の

流

れ

見

る

と

、

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

教

団

に

お

け

る

教

育

機

関

の

変

化

は

、

伝

統

的

な

教

学

を

重

視

す

る

勢

力

と

普

通

学

な

ど

取

り

入

れ

た

革

新

的

な

勢

力

と

の

せ

め

ぎ

合

い

の

歴

史

と

言

え

る

。 

 

ま

た

、

両

者

の

せ

め

ぎ

合

い

は

、

高

輪

仏

教

大

学

廃

止

に

つ

い

て

如

実

に

現

れ

て

い

る

。

高

輪

仏

教

大

学

廃

止

問

題

の

原

因

と

し

て

は

、

本

願

寺

当

局

者

に

よ

る

高

輪

仏

教

大

学

へ

の

教

育

の

あ

り

か

た

へ

の

批

判

や

予

算

の

配

分

が

仏

教

専

門

学

校

と

高

輪

仏

教

大

学

で

二

倍

以

上

の

偏

り

が

あ

っ

た

こ

と

が

あ

げ

ら

れ

る

。 

 

こ

の

廃

止

に

つ

い

て

、

高

輪

仏

教

大

学

の

教

職

員

は

同

志

会

を

結

成

し

、
『

教

界

時

事

』

を

発

行

す

る

こ

と

で

、

本

願

寺

当

局

を

批

判

す

る

と

い

っ

た

抵

抗

を

見

せ

る

。

し

か

し

結

果

と

し

て

、

学

長

で

あ

っ

た

前

田

慧

雲

や

酒

井

慧

眼

ら

八

名

が

教

団

の

宗

務

の

執

行

を

妨

げ

、

師

名

に

反

す

る

行

為

が

あ

っ

た

と

の

理

由

で

僧

籍

剥

奪

の

処

分

を

受

け

て

い

る

。 

そ

れ

で

は

次

に

真

宗

大

谷

派

教

団

で

は

ど

う

で

あ

っ

た

見

て

い

き

た

い

。 

真

宗

大

谷

派

教

団

で

の

教

育

機

関

の

変

化

は

、

一

八

八

六

年

、

高

倉

学

寮

に

護

法

場

が

置

か

れ

た

こ

と

に

始

ま

る

。

護

法

場

の

設

置

は

、

学

寮

の

体

制

が

仏

教

学

だ

け

し

か

講

義

・

研

鑽

し

な

い

も

の

で

あ

っ

た

た

め

、

護

法

場

で

は

そ

れ

以

外

の

知

識

を

学

ぶ

こ

と

を

期

待

し

て

の

も

の

で

あ

る

。

こ

の

護

法

場

で

学

ん

だ

の

が

、

若

く

し

て

教

団

で

主

導

権

を

握

る

石

川

舜

台

で

あ

る

。

石

川

舜

台

は

教

団

の

近

代

化

を

進

め

る

た

め

に

は

人

材

育

成

が

必

要

で

あ

る

と

考

え

、

人

材

の

発

掘

と

養

成

の

た

め

に

育

英

教

校

を

設

立

す

る

。 
 

こ

の

育

英

教

校

は

、

清

沢

満

之

や

井

上

円

了

ら

、

こ

れ

か

ら

の

教

団

や

仏

教

界

を

担

う

人

物

を

輩

出

し

た

。 
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そ

の

後

、

一

八

七

三

年

に

は

高

倉

学

寮

と

護

法

場

と

が

合

わ

さ

り

貫

練

場

に

改

称

さ

れ

る

と

、

一

八

七

九

年

に

貫

練

教

校

と

変

わ

る

。

さ

ら

に

、

一

八

八

二

年

の

真

宗

大

学

尞

を

経

て

、

一

八

九

六

年

に

こ

れ

ま

で

の

真

宗

大

学

尞

の

機

構

を

と

き

、

真
宗

大

学

を

設

置

す

る

こ

と

に

な

る

。

ま

た

こ

の

時

、

伝

統

的

な

宗

学

の

流

れ

を

く

む

真

宗

高

倉

大

学

寮

が

別

置

さ

れ

た

。 

一

九

〇

一

年

に

真

宗

大

学

が

東

京

巣

鴨

に

移

転

・

開

校

す

る

こ

と

に

な

る

と

、

清

沢

満

之

を

学

監

に

起

用

し

、

一

九

〇

四

年

に

は

専

門

学

校

令

に

定

め

る

と

こ

ろ

の

私

立

大

学

と

し

て

認

可

さ

れ

る

。

続

い

て

、

一

九

九

一

年

に

は

、

真

宗

大

学

と

高

倉

大

学

寮

が

統

合

し

、

真

宗

大

谷

大

学

と

改

称

、

京

都

に

置

か

れ

る

こ

と

が

決

ま

っ

た

。

そ

し

て

、

前

述

の

仏

教

大

学

と

同

じ

く

、

大

学

令

の

公

布

を

う

け

、

大

谷

大

学

と

し

て

認

可

さ

れ

た

。 

基

本

的

に

、

真

宗

大

谷

派

教

団

に

お

い

て

も

、

真

宗

本

願

寺

派

教

団

と

同

じ

よ

う

な

過

程

を

経

て

い

る

が

、

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

教

団

に

は

見

ら

れ

な

い

特

徴

と

し

て

、

清

沢

満

之

の

活

動

な

ど

が

例

に

あ

げ

ら

れ

る

。

そ

れ

は

、
『

本

願

寺

史

料

集

成

』

に

次

の

よ

う

に

述

べ

ら

れ

て

い

る

。 

 
 

こ

の

係

流

は

そ

の

後

の

大

谷

派

の

近

代

化

の

思

想

面

に

お

い

て

に

な

い

、

ひ

と

り

同

派

だ

け

で

な

く

、

親

鸞

と

真

宗

を

広

く

思

想

界

や

文

化

界

に

紹

介

し

て

い

く

騎

手

と

な

る

。
３ 

 

こ

の

よ

う

な

清

沢

満

之

の

活

動

は

、

直

接

的

に

教

団

の

教

育

機

関

で

行

わ

れ

た

こ

と

で

は

な

い

が

、

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

教

団

に

は

無

い

真

宗

大

谷

派

教

団

の

特

徴

と

言

え

る

。

で

は

こ

こ

で

、

清

沢

満

之

が

開

い

た

浩

々

洞

に

つ

い

て

少

し

ふ

れ

て

お

き

た

い

。 

浩

々

洞

は

清

沢

満

之

が

上

京

中

の

宿

舎

で

あ

り

、

真

宗

信

仰

に

も

と

づ

く

私

塾

的

生

活

の

場

で

あ

っ

た

。

門

人

と

し

て

、

月

見

覚

了

と

原

広

宣

、

そ

こ

に

教

え

子

の

暁

烏

敏

、

佐

々

木

月

樵

、

多

田

鼎

ら

が

加

わ

り

、

共

同

生

活

を

送

っ

て

い

た

。 
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一

九

〇

一

年

に

は

、
『

精

神

界

』

を

創

刊

し

、

彼

ら

の

宗

教

的

信

念

で

あ

る

精

神

主

義

を

世

に

広

く

提

唱

し

て

い

く

、

精

神

主

義

運

動

を

展

開

し

て

い

く

な

ど

の

活

動

を

行

っ

た

。 

 

ま

た

、

清

沢

満

之

に

つ

い

て

は

、

第

二

章

で

詳

し

く

述

べ

て

い

る

。 

  

第

二

章 

仏

教

者

の

教

育

観 

第

一

節 

井

上

円

了

の

教

育

観 

第

一

項 

井

上

円

了

の

生

涯 

本

項

の

井

上

円

了

の

生

涯

に

つ

い

て

は

碧

海

寿

広

氏

の

『

入

門

近

代

仏

教

思

想

』

を

元

に

述

べ

て

い

く

。 

井

上

円

了

（

一

八

五

八

～

一

九

一

九

）

は

、

新

潟

県

の

真

宗

大

谷

派

慈

光

寺

に

長

男

と

し

て

生

ま

れ

、

幼

名

を

岸

丸

と

い

っ

た

。 

十

歳

の

頃

よ

り

、

石

黒

忠

悳

の

漢

学

塾

に

通

い

、

漢

学

や

算

数

を

学

ん

だ

。

十

三

歳

の

時

に

は

、

得

度

し

て

法

名

で

あ

る

円

了

を

与

え

ら

れ

て

い

る

。

十

六

歳

の

頃

に

は

、

長

岡

洋

学

校

を

改

名

し

た

新

潟

第

一

分

校

で

洋

学

を

学

ん

だ

。

一

八

七

七

年

に

、

京

都

の

大

谷

派

教

師

教

校

に

入

学

す

る

と

、

翌

年

、

教

団

よ

り

東

京

へ

の

留

学

が

命

じ

ら

れ

、

東

京

大

学

の

予

備

門

を

経

て

、

東

京

大

学

哲

学

科

へ

入

学

す

る

。

東

京

大

学

で

は

、

哲

学

や

仏

教

は

も

ち

ろ

ん

、

心

理

学

や

社

会

学

、

英

文

学

な

ど

も

学

ん

で

い

る

よ

う

だ

。

ま

た

、

在

学

中

に

は

哲

学

会

を

結

成

し

、

西

洋

哲

学

に

出

合

う

と

と

も

に

仏

教

の

示

す

真

理

が

哲

学

の

示

す

哲

理

に

遜

色

な

い

こ

と

を

発

見

し

て

い

る

。

そ

の

後

、

井

上

円

了

は

東

京

大

学

を

首

席

で

卒

業

す

る

と

、

恩

師

で

あ

る

石

黒

に

よ

る

文

部

省

へ

の

就

職

の

斡

旋

や

真
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宗

教

団

へ

の

復

帰

の

求

め

を

断

り

、

著

述

活

動

や

学

校

経

営

に

活

躍

の

場

を

求

め

て

い

っ

た

。

井

上

円

了

は

著

述

活

動

で

は

、

哲

学

の

理

論

書

で

あ

る

『

哲

学

一

夕

話

』
、

キ

リ

ス

ト

教

批

判

の

書

で

あ

る

『

真

理

金

針

』
、

仏

教

再

生

の

書

で

あ

る

『

仏

教

活

論

序

論

』

な

ど

を

執

筆

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

学

校

経

営

で

は

、

一

八

八

七

年

に

私

立

学

校

と

し

て

哲

学

館

を

創

設

す

る

と

、

一

九

〇

三

年

の

専

門

学

校

令

に

よ

り

、

哲

学

館

大

学

と

改

称

し

、

初

代

学

長

に

就

任

し

た

。

し

か

し

、

一

九

〇

六

年

に

は

学

内

に

生

じ

た

軋

轢

や

対

立

で

神

経

を

病

み

、

大

学

か

ら

の

引

退

を

表

明

し

、

在

野

の

活

動

に

専

念

し

て

い

る

。

大

学

引

退

後

は

、

修

身

教

会

運

動

に

注

力

し

、

哲

学

堂

を

拠

点

と

し

て

、

日

本

だ

け

で

な

く

、

中

国

、

台

湾

、

朝

鮮

ま

で

に

及

ぶ

各

地

で

講

演

活

動

を

行

っ

た

。 

 

第

二

項 

護

法

愛

理

と

国

民

教

育 

井

上

円

了

は

仏

教

と

国

家

の

関

係

に

つ

い

て

、
「

仏

教

を

盛

ん

に

し

た

い

と

欲

せ

ば

、

先

づ

、

此

国

を

盛

ん

な

ら

し

め

ざ

る

べ

か

ら

ず

」
４

と

述

べ

て

い

る

。

こ

の

こ

と

か

ら

、

彼

は

国

家

を

護

る

こ

と

と

同

時

に

、

真

理

を

愛

す

る

こ

と

で

国

と

仏

教

の

両

方

が

発

展

す

る

と

い

う

考

え

を

持

っ

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。

そ

れ

は

護

法

護

国

、

言

い

換

え

る

な

ら

ば

、

護

国

愛

理

を

目

指

す

こ

と

が

仏

教

の

発

展

に

は

重

要

で

あ

る

と

考

え

て

い

た

と

言

え

る

。 

そ

こ

で

井

上

円

了

は

、

こ

の

目

標

を

達

成

す

る

た

め

に

必

要

と

な

っ

て

く

る

の

が

、

教

育

で

あ

る

と

考

え

た

。

そ

の

考

え

に

つ

い

て

、
『

教

育

宗

教

関

係

論

』

で

は

、

次

の

よ

う

に

述

べ

ら

れ

て

い

る

。 

仮

令

仏

教

家

の

知

識

の

み

進

歩

す

る

も

、

社

会

一

般

の

人

智

進

歩

せ

さ

る

と

き

は

仏

教

を

し

て

盛

昌

な

ら

し

む

を

得

ず

。

何

と

な

れ

ば

世

間

一

般

の

人

智

の

程

度

の

低

き

に

居

る

と

き

は

、

外

部

よ

り

刺

戟

を

与

ふ

る

こ

と

な

き

を

以

て

、

宗

教

家

は

自

ら

其
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位

地

に

甘

ん

じ

、

改

良

進

歩

の

念

を

起

す

こ

と

な

き

を

以

て

な

り
５ 

井

上

円

了

は

、

一

般

国

民

へ

の

教

育

を

進

め

る

こ

と

が

、

仏

教

者

に

刺

戟

を

与

え

、

仏

教

の

進

歩

に

つ

な

が

る

。

つ

ま

り

、

国

民

教

育

を

普

及

す

る

こ

と

で

、

国

家

も

仏

教

も

共

に

発

展

し

て

い

く

と

考

え

た

の

で

あ

る

。 

井

上

円

了

の

『

教

育

宗

教

関

係

論

』

に

、

次

の

よ

う

な

記

述

が

あ

る

。 

そ

も

そ

も

教

育

の

目

的

は

一

個

人

の

心

意

を

開

発

し

て

完

全

な

る

人

物

を

作

る

に

あ

り

。

し

か

し

て

そ

の

人

に

し

て

完

全

な

る

と

き

は

、

こ

れ

に

よ

り

て

組

織

せ

ら

る

る

国

家

も

ま

た

完

全

な

る

べ

し

。

故

に

教

育

は

完

全

な

る

一

個

人

を

作

り

、

も

っ

て

国

家

を

益

す

る

も

の

な

り
６ 

高

山

秀

嗣

氏

は

「

井

上

円

了

の

教

育

観

」

で

、

こ

の

『

教

育

宗

教

関

係

論

』

か

ら

の

引

用

と

、

井

上

円

了

が

哲

学

館

を

設

立

し

た

時

の

文

章

を

も

と

に

、 

哲

学

館

に

お

い

て

「

目

的

と

す

る

所

は

文

科

大

学

の

速

成

を

期

し

広

く

文

学

史

哲

学

科

を

教

授

す

る

に

あ

る

も

就

中

教

育

家

、

宗

教

家

の

二

者

を

養

成

す

る

」

こ

と

で

あ

っ

た

と

述

べ

て

い

く

。
７ 

と

述

べ

て

お

り

、
「

円

了

が

一

貫

し

て

教

育

に

重

点

を

置

き

続

け

て

い

た

こ

と

が

窺

え

る

の

で

あ

る

。
」
８

と

井

上

円

了

と

教

育

と

の

関

係

を

考

察

し

て

い

る

。 

 

こ

の

よ

う

に

教

育

に

重

点

を

置

い

て

い

た

井

上

円

了

だ

が

、

教

団

の

教

育

機

関

で

は

な

く

、

新

た

に

哲

学

館

を

設

立

し

そ

こ

で

教

育

活

動

を

行

っ

て

い

た

そ

れ

は

な

ぜ

だ

ろ

う

か

。 

 

こ

の

疑

問

に

つ

い

て

、

長

谷

川

琢

哉

氏

は

「

仏

教

の

近

代

化

と

〈

哲

学

〉
」

の

中

で

、

東

洋

大

学

が

所

蔵

し

て

い

た

井

上

円

了

の
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自

筆

ノ

ー

ト

と

い

っ

た

資

料

か

ら

、

井

上

円

了

の

教

育

機

関

の

構

想

と

し

て

、

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

 
 

つ

ま

り

最

終

的

に

は

、

伝

統

的

な

宗

学

お

よ

び

仏

教

を

学

ぶ

場

と

、

哲

学

等

の

専

門

分

野

を

学

ぶ

場

を

あ

わ

せ

た

学

校

を

作

り

、

キ

リ

ス

ト

教

に

対

抗

し

た

り

、

僧

侶

や

俗

人

へ

の

布

教

を

目

指

す

の

で

あ

る

。

そ

し

て

そ

の

よ

う

な

学

校

は

、
「

僧

侶

学

ノ

中

心

日

本

教

海

ノ

標

準

」

と

さ

れ

て

い

る

よ

う

に

、

も

は

や

真

宗

大

谷

派

と

い

う

一

宗

派

を

超

え

た

仏

教

界

全

体

の

た

め

の

教

場

、

「

通

仏

教

」

的

教

場

と

な

る

こ

と

だ

。
９ 

結

局

の

と

こ

ろ

、

こ

の

構

想

は

本

山

に

認

め

ら

れ

る

こ

と

は

無

か

っ

た

が

、

井

上

円

了

は

、

独

力

で

哲

学

館

を

創

設

す

る

こ

と

と 

な

っ

た

。

ま

た

、

仏

教

を

学

ぶ

場

と

哲

学

を

学

ぶ

場

と

い

っ

た

二

つ

の

学

校

を

用

意

す

る

こ

と

は

、

前

述

し

た

高

山

氏

の

教

育

家

と

宗

教

家

の

二

者

を

養

成

す

る

と

言

っ

た

哲

学

館

の

趣

旨

と

重

な

る

部

分

も

あ

り

、

井

上

円

了

は

仏

教

と

哲

学

で

共

に

協

力

す

る

こ

と

で

、

国

民

教

育

を

進

め

て

い

こ

う

と

考

え

て

い

た

と

思

わ

れ

る

。 

 

第

二

節 

清

沢

満

之

の

教

育 

第

一

項 

清

沢

満

之

の

生

涯 

 

本

項

の

清

沢

満

之

の

生

涯

に

つ

い

て

は

碧

海

寿

広

氏

の

『

入

門

近

代

仏

教

思

想

』

を

元

に

述

べ

て

い

く

。 

清

沢

満

之

（

一

八

六

三

～

一

九

〇

三

）

は

、

現

在

の

愛

知

県

に

位

置

す

る

尾

張

藩

の

下

級

士

族

で

あ

っ

た

、

徳

永

永

則

の

も

と

に

長

男

と

し

て

生

ま

れ

る

。

父

で

あ

る

徳

永

永

則

は

禅

に

親

し

む

仏

教

者

で

、

母

の

タ

キ

も

熱

心

な

真

宗

門

徒

で

あ

っ

た

。

十

二

歳

の

時

に

、

愛

知

英

語

学

校

に

入

学

す

る

が

三

年

後

に

廃

校

に

な

り

、

続

い

て

愛

知

県

医

学

校

に

入

学

す

る

も

ま

と

も

な

講

義

が

行

わ

れ
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て

お

ら

ず

、

退

学

す

る

こ

と

に

す

る

。

家

が

貧

し

か

っ

た

こ

と

か

ら

、

十

五

歳

の

時

に

、

母

の

通

う

覚

音

寺

の

僧

侶

に

勧

め

ら

れ

真

宗

大

谷

派

の

僧

侶

と

な

る

こ

と

で

、

同

派

の

英

才

教

育

機

関

で

あ

る

育

英

教

校

に

入

学

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。

一

八

八

一

年

に

、

教

団

か

ら

留

学

生

に

選

ば

れ

、

東

京

大

学

予

備

門

に

入

学

し

、

東

京

大

学

文

学

部

哲

学

科

へ

進

ん

だ

。

大

学

時

代

に

は

井

上

円

了

の

立

ち

上

げ

た

哲

学

会

に

も

積

極

的

に

関

与

し

て

い

る

。

東

京

大

学

文

学

部

哲

学

科

を

首

席

で

卒

業

す

る

と

、

同

大

学

の

大

学

院

に

進

学

す

る

も

、

一

年

後

に

京

都

府

立

尋

常

中

学

校

の

校

長

と

し

て

赴

任

す

る

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

う

。

一

八

八

八

年

に

、

清

沢

満

之

は

三

河

大

浜

の

西

方

寺

に

入

り

、

清

沢

ヤ

ス

と

結

婚

す

る

。

そ

の

後

の

、

清

沢

満

之

は

、

行

者

的

な

禁

欲

生

活

を

行

う

も

、

結

核

を

発

症

し

て

、

療

養

生

活

を

送

る

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

う

。

そ

ん

な

療

養

生

活

の

中

で

も

、

清

澤

満

之

は

信

奉

す

る

宗

派

の

動

向

を

気

に

か

け

て

い

た

、

一

八

九

六

年

に

信

念

を

共

に

す

る

同

輩

と

教

界

時

言

社

を

設

置

し

、

そ

こ

を

拠

点

に

教

団

の

改

革

運

動

を

開

始

す

る

。 
 

 

し

か

し

、

す

ぐ

に

改

革

運

動

は

挫

折

し

て

し

ま

い

西

方

寺

へ

戻

る

こ

と

と

な

っ

て

し

ま

う

。

清

沢

満

之

は

こ

の

時

期

に

、
『

臘

扇

記

』

と

題

す

る

日

記

を

つ

け

て

お

り

、

そ

こ

か

ら

は

自

虐

的

な

心

情

が

見

て

取

れ

る

。

一

八

九

九

年

に

、

新

法

主

の

大

谷

光

演

の

教

育

係

に

任

命

さ

れ

東

京

に

移

る

と

、

二

年

後

に

東

京

巣

鴨

に

設

置

さ

れ

た

真

宗

大

学

の

初

代

学

監

に

就

任

す

る

こ

と

に

な

っ

た

。 

ま

た

、

こ

の

頃

に

並

行

し

て

、

私

塾

の

浩

々

洞

を

開

き

、

暁

烏

敏

ら

門

人

た

ち

と

共

同

生

活

を

開

始

し

た

。

だ

が

、

一

九

〇

二

年

に

清

澤

満

之

の

厳

格

な

教

育

体

制

に

反

発

し

た

学

生

に

よ

る

ス

ト

ラ

イ

キ

が

起

き

た

こ

と

で

、

自

責

の

念

か

ら

真

宗

大

学

の

学

監

を

わ

ず

か

一

年

ほ

ど

で

辞

す

る

こ

と

と

な

っ

た

。 
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第

二

項 

開

発

的

教

育 

 

清

澤

満

之

は

一

九

〇

一

年

に

行

わ

れ

た

真

宗

大

学

東

京

移

転

後

の

移

転

開

校

の

式

の

場

で

、
「

開

校

の

辞

」

と

し

て

、

次

の

こ

と

を

述

べ

て

い

る

。 

 
 

本

學

は

他

の

學

校

と

は

異

な

り

ま

し

て

宗

教

學

校

な

る

こ

と

、

殊

に

佛

教

の

中

に

於

い

て

浄

土

真

宗

の

學

場

で

あ

り

ま

す

。

即

ち

、

我

々

が

信

奉

す

る

本

願

他

力

の

宗

義

に

基

づ

き

ま

し

て

、

我

々

に

於

い

て

最

大

事

件

な

る

自

己

の

信

念

の

確

立

の

上

に

、

其

の

信

仰

を

他

に

傳

へ

る

。

即

ち

自

信

教

人

信

の

誠

を

盡

す

べ

き

人

物

を

養

成

す

る

の

が

、

本

學

の

特

質

で

あ

り

ま

す

。
１

０ 

 

松

岡

雅

則

氏

は

「

清

澤

満

之

の

教

育

観

」

で

、

こ

の

「

開

校

の

辞

」

に

清

澤

満

之

の

教

育

方

針

・

理

念

の

特

質

を

読

み

取

る

こ

と 

が

で

き

る

と

述

べ

て

い

る

。

冒

頭

の

「

本

學

は

他

の

學

校

と

は

異

な

り

ま

し

て

宗

教

學

校

な

る

こ

と

」

の

部

分

よ

り

、

仏

教

に

依

る 

人

間

形

成

を

目

的

と

す

る

大

学

で

あ

る

こ

と

。

そ

の

目

標

と

し

て

、
「

自

信

教

人

信

の

誠

を

盡

す

べ

き

人

物

」

つ

ま

り

、

宗

教

的

人 

格

育

成

を

目

指

し

た

と

い

う

こ

と

が

読

み

取

れ

る

と

い

う

。 

 

で

は

、

清

澤

満

之

は

ど

の

よ

う

に

し

て

宗

教

的

人

格

の

育

成

を

目

指

し

た

の

だ

ろ

う

か

、

そ

の

方

法

に

つ

い

て

述

べ

て

い

き

た

い

。 

清

澤

満

之

が

教

育

方

法

を

述

べ

て

い

る

も

の

に

次

の

よ

う

な

も

の

が

あ

る

。 

 
 

幸

福

快

楽

は

主

観

的

の

心

を

離

れ

て

、

決

し

て

存

在

し

得

る

も

の

で

な

い

か

ら

で

あ

る

。

故

に

黄

金

世

界

と

云

ふ

が

如

き

円

満

の

福

楽

界

は

此

の

如

き

福

楽

を

感

受

す

べ

き

心

の

存

す

る

所

に

存

す

と

云

ふ

べ

き

の

み

。

然

ら

ば

強

ち

過

去

に

在

り

と

す

る

を

要

せ

ず

、

亦

未

来

に

在

り

と

す

る

を

要

せ

ず

。

若

し

夫

れ

現

在

に

も

、

此

の

如

き

福

楽

を

感

受

す

べ

き

心

あ

ら

ば

、

黄

金

世

界

は

現

在

に

在

り

と

云

ふ

事

が

出

来

る

。
（

中

略

）

此

の

如

き

福

楽

の

世

界

に

住

す

べ

き

心

は

、

如

何

に

し

て

存

す

る

か

を

考

察
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す

る

の

遙

に

枢

要

な

る

を

覚

ゆ

。
（

中

略

）

只

だ

心

性

の

開

発

あ

る

の

み

。
（

中

略

）

吾

人

の

心

性

は

不

動

不

変

の

も

の

に

非

ず

し

て

大

な

る

開

発

性

を

具

へ

た

る

も

の

な

る

が

故

に

、

若

し

充

分

な

る

開

発

に

達

せ

ば

必

ず

完

全

円

満

な

る

福

楽

を

感

受

し

得

べ

き

で

あ

る

。
（

中

略

）

吾

人

は

心

性

開

発

に

注

意

し

、

此

が

工

夫

に

従

事

す

べ

し
１

１ 

 

清

沢

満

之

は

、

ま

ず

、

福

楽

（

安

心

）

は

心

性

に

あ

る

た

め

心

性

の

開

発

が

重

要

で

あ

り

、

開

発

方

法

の

研

究

を

行

う

べ

き

で

あ 

る

と

主

張

す

る

。

次

に

、

心

性

は

情

と

意

に

分

か

れ

、

情

は

精

神

を

支

配

す

る

も

の

で

体

の

外

面

に

ま

で

影

響

を

あ

ら

わ

す

。

さ

ら 

に

、

意

に

よ

っ

て

常

に

意

向

に

支

配

さ

れ

て

し

ま

う

。

そ

の

た

め

こ

の

精

神

の

安

定

に

は

宗

教

が

必

要

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る

。

言 

う

な

れ

ば

、

開

発

主

義

的

性

格

を

持

っ

て

い

た

。 

こ

の

開

発

主

義

に

つ

い

て

、

松

岡

雅

則

氏

は

「

清

澤

満

之

の

教

育

観

」

で

、
「

清

澤

満

之

に

於

け

る

〈

教

育

〉

と

は

、

自

己

内

観

、 

内

省

に

よ

り

、

自

ら

独

立

者

た

ら

ん

人

物

を

養

成

す

る

事

で

あ

っ

た

と

思

わ

れ

る

。
」
１

２

と

理

解

さ

れ

て

い

る

。

つ

ま

り

、

清

沢

満

之

は

、

心

性

を

開

発

し

て

い

く

時

に

は

、

自

己

内

観

、

内

省

に

よ

り

行

っ

て

い

く

こ

と

が

必

要

で

あ

る

と

述

べ

て

い

る

の

だ

。 

こ

れ

は

、

渡

邊

雄

一

氏

の

「

清

澤

満

之

に

お

け

る

「

修

養

」

思

想

に

つ

い

て

」

で

も

、 

 
 

他

力

信

仰

に

立

っ

た

清

澤

満

之

修

養

と

は

、

自

力

の

修

善

を

通

し

て

自

己

の

有

限

性

を

覚

知

し

、

自

己

の

限

界

に

接

し

て

他

力

の

信

仰

に

帰

し

、

そ

れ

が

自

然

に

避

悪

就

善

の

意

思

を

生

み

、

進

ん

で

そ

の

意

思

に

従

っ

て

生

き

よ

う

と

す

る

意

欲

を

呼

び

覚

ま

す

、

こ

の

全

過

程

を

さ

す

。
１

３ 

と

あ

り

、

内

省

に

よ

っ

て

自

己

の

有

限

性

を

覚

知

す

る

こ

と

が

、

大

切

で

あ

る

と

清

澤

満

之

が

考

え

て

い

た

と

分

か

る

だ

ろ

う

。 

さ

ら

に

、

松

岡

雅

則

氏

は

「

清

澤

満

之

の

教

育

観

」

で

、

自

己

の

有

限

性

の

覚

知

と

い

う

こ

と

に

関

し

て

、
「

鬼

神

に

使

え

る

必 
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要

の

な

い

確

か

な

生

の

歩

み

、

無

碍

の

一

道

を

歩

む

者

を

生

み

出

す

念

仏

の

信

と

、

ま

さ

に

呼

応

し

て

い

る

。
」
１

４

と

述

べ

て

い

る

。 
こ

こ

で

述

べ

ら

れ

て

い

る

、

無

碍

の

一

道

と

は

、

歎

異

抄

の

第

七

条

に

、 

 
 

念

仏

者

は

無

碍

の

一

道

な

り

。

そ

の

い

わ

れ

い

か

ん

と

な

ら

ば

、

信

心

の

行

者

に

は

、

天

神

・

地

祇

も

敬

伏

し

、

魔

界

・

外

道

も

障

礙

す

る

こ

と

な

し

。

罪

悪

も

業

報

を

感

ず

る

こ

と

あ

た

は

す

、

諸

善

も

お

よ

ぶ

こ

と

な

き

ゆ

ゑ

な

り

と

云

々

。
１

５ 

と

い

う

よ

う

に

、

念

仏

の

法

が

無

碍

道

で

あ

る

か

ら

、

念

仏

者

は

何

も

の

に

も

さ

ま

た

げ

ら

れ

な

い

こ

と

を

明

か

さ

れ

て

い

る

こ

と

を

指

し

て

い

る

。

清

澤

満

之

の

生

涯

は

決

し

て

、

順

風

満

帆

な

も

の

で

は

無

く

、

悩

み

や

挫

折

が

多

か

っ

た

と

推

察

さ

れ

る

。

そ

ん

な

中

で

、

自

己

の

有

限

性

を

覚

知

し

、

他

力

の

信

仰

に

帰

し

て

い

く

過

程

は

、

ま

さ

し

く

無

碍

の

一

道

を

歩

む

者

を

生

み

出

す

念

仏

の

信

と

、

ま

さ

に

呼

応

し

て

い

た

だ

ろ

う

と

考

え

ら

れ

、

私

も

渡

邊

氏

、

松

岡

氏

に

同

意

す

る

と

こ

ろ

で

あ

る

。 

こ

れ

ら

の

こ

と

に

関

し

て

、

斎

藤

昭

俊

氏

は

『

近

代

仏

教

教

育

史

』

に

お

い

て

、

次

の

よ

う

に

清

沢

満

之

の

教

育

に

つ

い

て

述

べ 

て

い

る

。 

 
 

清

澤

満

之

の

生

活

は

宗

門

子

弟

の

教

育

で

あ

っ

た

。

そ

の

宗

門

教

育

の

根

底

を

な

す

も

の

も

、

こ

の

安

心

で

あ

っ

た

。

自

己

の

安

心

を

求

め

、

同

胞

の

安

心

を

求

め

、

世

界

人

類

の

安

心

を

求

め

ん

と

す

る

と

こ

ろ

の

源

が

、

即

ち

宗

門

教

育

で

あ

っ

た

。

宗

門

と

は

単

に

大

谷

派

を

意

味

す

る

の

で

は

な

く

、

世

界

的

な

も

の

と

の

関

聯

に

お

い

て

で

あ

り

、

統

一

的

な

も

の

で

、

大

谷

派

を

出

て

大

谷

派

に

か

え

る

も

の

で

あ

っ

た

。
１

６ 

 

清

澤

満

之

は

、

宗

門

子

弟

の

教

育

に

力

を

入

れ

、

私

塾

で

あ

る

浩

々

洞

で

、

暁

烏

敏

ら

門

人

た

ち

と

共

同

生

活

を

行

う

な

ど

の

活 

動

の

他

、

宗

門

の

現

状

を

憂

い

、

信

念

を

共

に

す

る

同

輩

と

教

界

時

言

社

を

設

置

し

、

そ

こ

を

拠

点

に

教

団

の

改

革

運

動

を

展

開

し 
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て

い

る

。

そ

の

根

底

に

は

、

親

鸞

の

残

し

た

教

学

を

大

切

に

す

る

僧

侶

教

育

と

い

う

思

い

を

持

っ

て

お

り

、

そ

れ

が

、

仏

教

の

興

隆 
に

つ

な

が

る

と

考

え

て

い

た

こ

と

が

窺

え

る

だ

ろ

う

。 

 

第

三

節 

前

田

慧

雲

の

教

育

観 

第

一

項 

前

田

慧

雲

の

生

涯 

 

こ

の

項

の

前

田

慧

雲

の

生

涯

に

つ

い

て

は

、

嵩

満

也

・

吉

永

進

一

・

碧

海

寿

広

編

の

『

日

本

仏

教

と

西

洋

世

界

』

を

元

に

述

べ

て

い

く

。 

 

前

田

慧

雲

（

一

八

五

七

～

一

九

三

〇

）

は

、

三

重

県

の

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

西

福

寺

に

長

男

と

し

て

生

ま

れ

た

。

少

年

か

ら

青

年

に

か

け

て

は

漢

学

塾

で

学

び

、

十

九

歳

の

時

に

、

本

願

寺

派

の

学

問

機

関

で

あ

る

学

林

に

遊

学

し

た

。

西

山

教

授

校

で

一

年

間

勉

学

に

励

み

、

卒

業

後

は

広

島

や

和

歌

山

の

西

本

願

寺

小

教

校

で

教

員

を

務

め

た

。

一

八

七

八

年

か

ら

西

本

願

寺

の

留

学

生

と

し

て

、

三

井

寺

の

学

僧

大

宝

律

師

に

師

事

し

天

台

宗

学

の

研

鑽

を

積

む

と

、

一

八

八

一

年

か

ら

は

、

本

山

に

奉

職

し

た

。

し

か

し

、

一

八

八

四

年

に

は

再

び

、

西

本

願

寺

の

留

学

生

と

し

て

、

九

州

に

あ

る

松

島

善

譲

の

私

塾

で

宗

学

研

究

に

励

む

こ

と

に

な

る

。

そ

の

後

、

東

京

に

移

る

と

、

一

九

〇

〇

年

か

ら

東

京

大

学

講

師

を

務

め

、

一

九

〇

四

年

に

は

前

田

慧

雲

が

学

長

を

務

め

て

い

た

高

輪

仏

教

大

学

に

関

係

し

て

起

こ

っ

た

、

高

輪

仏

教

大

学

事

件

に

よ

り

僧

籍

を

一

時

剥

奪

さ

れ

て

し

ま

う

。

一

九

〇

六

年

に

東

洋

大

学

学

長

に

就

任

し

、

一

九

二

二

年

に

は

龍

谷

大

学

学

長

に

も

就

任

し

て

い

る

。

ま

た

、

そ

れ

以

外

の

活

動

と

し

て

、

本

願

寺

の

教

学

研

究

機

関

で

あ

る

宗 

学

院

長

や

、

大

谷

光

瑞

の

教

育

係

で

あ

る

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

新

法

主

学

問

出

仕

を

勤

め

た

。 
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第

二

項 

智

的

修

養

と

情

的

修

養 

 

前

田

慧

雲

は

、

仏

教

者

の

中

で

も

修

養

論

に

つ

い

て

多

く

の

こ

と

を

説

い

た

人

物

で

あ

る

と

言

え

る

。

私

は

、

そ

こ

で

説

か

れ

た

修

養

論

の

中

に

、

前

田

慧

雲

の

教

育

観

の

一

端

が

見

え

て

く

る

だ

ろ

う

と

考

え

る

。 

で

は

、

前

田

慧

雲

の

修

養

論

に

つ

い

て

述

べ

て

い

く

が

、

特

徴

と

し

て

、

真

宗

教

義

の

視

点

か

ら

論

じ

ら

れ

て

い

る

こ

と

が

あ

げ

ら

れ

る

。

前

田

慧

雲

は

修

養

の

種

類

を

自

力

的

修

養

で

あ

る

知

的

修

養

と

他

力

的

修

養

で

あ

る

情

的

修

養

の

二

つ

に

分

け

た

。 

自

力

的

修

養

で

あ

る

知

的

修

養

に

つ

い

て

、
『

修

養

と

研

究

』

に

は

、 

 
 

所

謂

無

我

観

、

唯

識

観

、

実

相

観

な

ど

云

ふ

の

は

、

皆

此

の

宇

宙

萬

有

の

真

理

を

達

観

す

る

と

い

ふ

意

味

を

表

し

た

語

で

あ

る

。

（

中

略

）

此

一

法

海

の

理

を

観

じ

て

、

宇

宙

の

森

羅

万

象

を

自

己

の

身

体

と

心

得

て

自

他

隔

執

の

念

を

離

る

る

様

に

努

め

て

ゆ

く

の

が

自

力

的

修

養

法

、

知

的

修

養

法

で

あ

る

。
１

７ 

と

あ

り

、

無

我

観

や

唯

識

観

、

実

相

観

と

い

っ

た

も

の

が

、

自

力

的

修

養

法

で

あ

る

知

的

修

養

法

に

あ

た

る

と

説

明

し

て

い

る

。 

一

方

、

他

力

的

修

養

で

あ

る

情

的

修

養

に

つ

い

て

は

、
『

修

養

と

研

究

』

に

、 

即

ち

吾

人

の

精

神

作

用

に

智

情

の

二

方

面

が

あ

る

中

、

智

識

よ

り

も

寧

ろ

情

の

方

に

重

き

を

置

か

な

け

れ

ば

な

ら

な

ぬ

と

云

ふ

の

に

帰

す

る

の

で

あ

つ

て

、

道

義

の

実

行

に

至

つ

て

は

学

者

振

ら

ず

、

智

者

振

ら

ず

常

人

に

伍

し

て

、

情

の

調

和

と

い

う

こ

と

を

忘

れ

て

は

な

ら

ぬ

。

情

の

調

和

と

云

ふ

こ

と

、

即

ち

吾

れ

吾

れ

の

情

を

善

く

和

げ

る

と

云

ふ

こ

と

に

な

る

と

、

ど

う

し

て

も

宗

教

的

心

念

に

由

て

此

心

を

善

く

育

て

て

ゆ

く

外

は

な

い

。
（

中

略

）

実

際

さ

う

ゆ

か

な

い

の

は

、

情

が

剛

い

か

ら

の

こ

と

で

あ

る

、

情

さ

へ

和

ら

げ

ば

自

か

ら

徳

義

は

実

行

し

得

ら

る

る

も

の

で

あ

る

。
１

８ 
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と

あ

り

、

情

的

修

養

の

方

に

重

き

を

置

き

、

先

に

述

べ

た

知

的

修

養

の

妨

げ

に

な

る

情

を

宗

教

的

心

念

に

よ

っ

て

和

ら

げ

る

こ

と

で

徳

義

が

実

行

さ

れ

て

い

く

と

説

明

し

て

い

る

。 

で

は

、

前

田

慧

雲

の

さ

す

宗

教

的

心

念

と

は

何

な

の

で

あ

ろ

う

か

、

菊

川

一

道

氏

の

「

近

代

真

宗

に

お

け

る

修

養

思

想

」

で

は

、

そ

の

内

実

は

、

称

名

念

仏

と

二

種

深

信

に

よ

っ

て

説

明

さ

れ

て

い

る

と

い

う

。 

称

名

念

仏

に

つ

い

て

は

、
『

修

養

と

研

究

』

に

あ

る

、 

 
 

常

に

大

我

平

等

の

境

に

安

住

す

る

様

に

、

工

夫

し

努

め

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

こ

と

が

起

こ

っ

て

く

る

、

そ

こ

で

信

後

相

続

と

か

、

称

名

報

恩

と

か

云

ふ

こ

と

、

即

ち

仏

陀

の

慈

悲

を

自

己

の

心

中

か

ら

一

時

と

雖

も

放

下

せ

ざ

る

様

、

其

恩

徳

を

亡

失

せ

ざ

る

様

に

注

意

す

る

こ

と

が

、

最

も

肝

要

至

極

な

こ

と

で

あ

る

、

他

力

教

修

養

と

云

ひ

、

情

的

修

養

と

云

ふ

は

全

く

此

間

の

消

息

で

あ

る

。
１

９ 

を

も

と

に

、

菊

川

氏

は

前

田

慧

雲

が

称

名

念

仏

を

通

し

て

、

常

時

仏

陀

の

慈

悲

と

恩

徳

を

感

じ

る

こ

と

で

常

に

安

住

す

る

こ

と

が

、 

他

力

的

修

養

の

肝

要

で

あ

る

説

き

、

他

力

的

修

養

と

情

的

修

養

は

全

く

別

個

の

も

の

で

は

な

く

、

他

力

的

修

養

が

情

的

修

養

を

包

括 

す

る

関

係

に

あ

る

と

考

え

て

い

る

と

考

察

し

て

い

る

。 

ま

た

、

二

種

深

信

に

つ

い

て

『

修

養

と

研

究

』

に

あ

る

、 

あ

さ

ま

し

き

我

等

を

救

ひ

給

へ

る

こ

と

を

崇

拝

か

ら

、

歓

喜

踊

躍

の

情

が

自

か

ら

湧

出

づ

る

の

で

あ

る

、

此

の

慚

愧

と

歓

喜

と 

の

両

念

が

行

住

坐

臥

、

常

に

表

と

な

り

、

裏

と

な

つ

て

、

融

通

混

化

し

て

、

暫

く

も

自

身

の

心

を

離

れ

ぬ

の

が

、

他

力

的

修

養 

の

土

台

で

あ

る

。
２

０ 
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を

も

と

に

、

菊

川

氏

は

前

田

慧

雲

が

他

力

修

養

と

は

、

常

に

情

を

動

か

す

こ

と

を

通

し

て

、

人

々

の

行

為

を

生

み

だ

そ

う

と

す

る

も

の

で

あ

る

と

し

、

こ

こ

で

は

、

二

種

深

信

の

「

歓

喜

踊

躍

」

に

よ

っ

て

情

が

湧

き

出

る

こ

と

を

通

し

て

実

践

が

促

進

さ

れ

る

と

理

解

し

て

い

る

と

考

察

し

て

い

る

。 

 

こ

の

よ

う

に

見

て

い

く

と

、

前

田

慧

雲

は

真

宗

教

義

を

実

践

す

る

こ

と

が

修

養

に

な

っ

て

い

く

と

考

え

、

修

養

論

を

説

い

て

い

っ

た

よ

う

に

も

考

え

ら

れ

る

。 

 

第

四

節 

高

楠

順

次

郎

の

教

育

観 

第

一

項 

高

楠

順

次

郎

の

生

涯 

 

こ

の

項

の

前

田

慧

雲

の

生

涯

に

つ

い

て

は

、

嵩

満

也

・

吉

永

進

一

・

碧

海

寿

広

編

の

『

日

本

仏

教

と

西

洋

世

界

』

を

元

に

述

べ

て

い

く

。 

 

高

楠

順

次

郎

（

一

八

六

六

～

一

九

四

五

）

は

、

広

島

県

御

調

郡

八

幡

村

字

篝

に

生

ま

れ

た

。

姓

は

沢

井

で

幼

名

を

梅

太

郎

と

言

っ

た

。

幼

少

期

に

祖

父

か

ら

四

書

・

五

経

な

ど

の

漢

籍

を

学

び

、

十

五

歳

で

小

学

校

教

師

を

務

め

て

い

る

。

一

八

八

四

年

に

小

学

校

教

師

を

辞

め

る

と

、

翌

年

に

西

本

願

寺

の

普

通

教

校

に

進

学

し

た

。

普

通

教

校

の

在

籍

時

に

は

、

勉

学

だ

け

で

な

く

禁

酒

運

動

団

体

で

あ

る

反

省

会

を

組

織

す

る

と

同

時

に

機

関

誌

の

『

反

省

会

雑

誌

』

を

発

行

す

る

な

ど

の

活

動

を

行

っ

た

。

ま

た

、

海

外

宣

教

会

が

英

語

仏

教

雑

誌

T
h

e
 

B
i

j
o

u
 

o
f

 
A

s
i

a

を

出

版

す

る

の

に

も

協

力

し

た

。

二

十

二

歳

の

時

、

実

業

家

の

高

楠

孫

三

郎

の

一

人

娘

で

あ

る

霜

子

と

結

婚

し

、

婿

養

子

と

な

っ

た

こ

と

で

名

前

を

高

楠

順

次

郎

に

改

名

し

た

。

一

八

八

九

年

、

普

通

教

校

を

卒

業

す

る

と

、
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翌

年

に

イ

ギ

リ

ス

の

オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大

学

に

留

学

し

、

マ

ッ

ク

ス

・

ミ

ュ

ラ

ー

の

も

と

で

、

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

語

や

パ

ー

リ

語

を

学

び

、

西

洋

の

仏

教

研

究

を

学

ん

だ

。

同

大

学

を

卒

業

後

に

は

、

ド

イ

ツ

の

ベ

ル

リ

ン

大

学

、

キ

ー

ル

大

学

、

フ

ラ

ン

ス

の

コ

レ

ー

ジ

ュ

・

ド

・

フ

ラ

ン

ス

で

そ

れ

ぞ

れ

、

チ

ベ

ッ

ト

語

、

ウ

ラ

ル

語

・

ア

ル

タ

イ

語

の

修

得

に

加

え

て

、

ヴ

ェ

ー

ダ

文

字

や

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

哲

学

、

西

洋

哲

学

史

を

学

ん

だ

。

最

後

に

、

オ

ッ

ク

ス

フ

ォ

ー

ド

大

学

で

M
a

s
t

e
r

 
o

f
 

A
r

t
s

の

学

位

を

得

て

、

一

八

九

七

年

日

本

に

帰

国

し

た

。 

帰

国

後

は

、

東

京

帝

国

大

学

文

学

文

科

大

学

の

講

師

、

続

い

て

教

授

に

就

任

し

た

。

同

大

学

で

は

、

博

言

学

や

梵

語

学

の

講

座

を

担

当

し

て

い

た

。

一

九

二

二

年

か

ら

一

九

二

四

年

に

か

け

て

翻

訳

書

の

『

ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド

全

書

』

を

刊

行

し

、

一

九

二

四

年

か

ら

一

九

三

四

年

に

か

け

て

は

渡

辺

海

旭

ら

と

『

大

正

新

脩

大

蔵

経

』

を

編

纂

し

た

、

さ

ら

に

は

一

九

三

五

年

か

ら

一

九

四

一

年

に

か

け

て

パ

ー

リ

語

仏

典

の

全

訳

と

し

て

『

南

伝

大

蔵

経

』

を

刊

行

し

た

。

ま

た

、

一

九

〇

二

年

に

中

央

商

業

学

校

、

一

九

二

四

年

に

武

蔵

野

女

子

学

院

を

設

立

し

た

。

一

九

三

八

年

に

は

、

ハ

ワ

イ

大

学

東

学

院

か

ら

の

招

き

で

客

員

教

授

と

し

て

英

語

で

仏

教

講

義

を

行

っ

て

い

る

。 

 

第

二

項 

人

格

教

育 

 

高

楠

順

次

郎

の

教

育

観

を

見

て

い

く

上

で

、
『

生

の

實

現

と

し

て

の

佛

教

』

で

述

べ

ら

れ

た

、

次

の

文

に

は

基

本

的

な

も

の

が

現

れ

て

い

る

。 

 
 

教

育

は

人

間

の

可

能

性

を

発

見

す

る

。

し

か

し

短

い

期

間

だ

け

を

利

用

し

て

一

律

教

育

を

施

す

か

ら

、

思

う

よ

う

な

人

物

が

で
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き

な

い

。

そ

の

量

だ

け

で

な

く

、

質

を

良

く

す

る

教

育

の

方

法

が

あ

ろ

う

。

少

年

期

に

は

倫

理

的

教

育

を

濃

厚

に

し

、

宗

教

的

訓

練

に

ま

で

進

ま

な

け

れ

ば

、

人

の

理

想

を

培

養

し

完

成

さ

せ

る

こ

と

は

で

き

な

い

。

人

格

が

完

成

さ

れ

な

け

れ

ば

、

社

会

に

立

つ

時

代

に

な

っ

て

も

低

級

な

人

間

に

な

り

終

り

、

物

質

的

に

地

位

が

出

来

た

と

し

て

も

「

小

人

閑

居

し

て

不

善

を

為

す

。
」

も

し

、

日

本

の

教

育

が

人

格

を

創

る

べ

き

準

備

で

あ

る

と

す

れ

ば

、

そ

し

て

教

育

と

は

、

学

術

や

芸

術

の

材

料

を

注

入

す

る

の

に

止

ま

る

の

で

な

け

れ

ば

、

人

格

完

成

の

根

底

と

な

る

も

の

を

与

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

人

格

完

成

の

根

底

と

は

宗

教

で

あ

る

。
２

１ 

注

目

す

べ

き

は

、

教

育

の

目

的

は

人

格

完

成

で

あ

り

、

そ

の

根

底

に

は

宗

教

が

必

要

で

あ

る

と

い

う

事

で

あ

る

。

そ

し

て

、

こ

の 

宗

教

と

し

て

、

仏

教

が

ふ

さ

わ

し

い

と

い

う

事

を

『

生

の

實

現

と

し

て

の

佛

教

』

で

、

次

の

よ

う

に

述

べ

て

い

る

。 

 
 

仏

教

は

徹

底

的

な

人

格

向

上

の

教

で

あ

る

。

徹

底

的

な

人

格

向

上

が

そ

の

ま

ま

仏

教

で

あ

る

。

そ

の

目

的

は

教

育

と

同

一

で

あ

る

。

仏

と

云

う

人

格

を

標

幟

と

し

て

我

々

の

人

格

を

向

上

す

る

の

で

あ

る

。
２

２ 

 

仏

教

の

教

え

は

そ

れ

自

体

が

人

格

向

上

の

教

え

で

あ

り

、

目

指

す

も

の

は

仏

の

人

格

で

あ

る

と

言

っ

て

い

る

の

で

あ

る

。 

で

は

、

キ

リ

ス

ト

教

に

つ

い

て

高

楠

順

次

郎

は

ど

の

よ

う

に

と

ら

え

て

い

た

の

だ

ろ

う

か

。

山

崎

龍

明

氏

は

「

高

楠

順

次

郎

の

教 

育

論

」

で

、

高

楠

順

次

郎

の

キ

リ

ス

ト

教

に

対

す

る

認

識

に

つ

い

て

、 

 
 

キ

リ

ス

ト

教

の

説

く

、

天

地

創

造

、

奇

蹟

等

々

の

所

説

は

縁

起

論

に

立

っ

た

仏

教

か

ら

い

え

ば

、

到

底

認

め

ら

れ

な

い

も

の

で

あ

り

、

現

代

人

の

知

性

に

耐

え

ら

れ

な

い

低

級

の

宗

教

で

あ

る

、

と

い

う

認

識

で

あ

っ

た

。
２

３ 

と

分

析

し

て

い

る

。 
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さ

ら

に

、

山

崎

氏

は

高

楠

順

次

郎

が

、

親

鸞

の

非

祈

禱

主

義

を

評

価

し

て

い

る

こ

と

を

指

摘

し

て

い

る

。 

 
 

こ

の

非

祈

禱

主

義

は

聖

人

の

主

義

の

偉

大

な

も

の

で

あ

る

。

祈

禱

な

き

宗

教

は

世

界

中

唯

一

つ

浄

土

真

宗

の

み

で

あ

る

。

仏

教

は

希

望

に

生

き

る

宗

教

で

は

な

い

。

全

く

覚

悟

に

生

き

る

宗

教

で

あ

る

。
２

４ 

と

述

べ

、

祈

祷

の

心

理

は

、

仏

に

対

す

る

不

決

定

心

で

あ

る

と

高

楠

順

次

郎

は

考

え

た

と

思

わ

れ

る

。 

そ

の

一

方

で

、

国

家

主

義

的

傾

向

が

強

く

な

っ

て

き

た

時

代

的

影

響

は

高

楠

順

次

郎

に

も

み

ら

れ

、

国

家

主

義

と

の

妥

協

と

い

う 

も

の

は

否

定

で

き

な

い

。 

そ

ん

な

高

楠

順

次

郎

の

教

育

方

法

は

ど

の

よ

う

な

も

の

で

あ

っ

た

の

だ

ろ

う

か

。

高

楠

順

次

郎

は

、

学

校

教

育

に

力

点

を

置

き

、 

社

会

教

育

の

役

割

も

考

え

て

い

る

。

学

校

教

育

に

つ

い

て

は

、

私

立

学

校

に

関

し

て

、

画

一

性

を

重

視

す

る

の

で

は

な

く

設

立

の

意

思

を

教

育

の

中

に

実

現

し

て

い

く

べ

き

で

あ

る

と

考

え

て

い

た

。

し

か

し

、

第

一

章

で

述

べ

た

よ

う

に

、

一

八

九

九

年

の

文

部

省

訓

令

第

十

二

号

に

お

い

て

、

教

科

課

外

を

含

む

宗

教

上

の

教

育

や

儀

式

の

禁

止

が

さ

れ

た

。

そ

こ

で

、

社

会

教

育

と

し

て

、

幼

稚

園

、

日

曜

学

校

、

女

学

校

な

ど

仏

教

主

義

教

育

の

活

動

を

し

て

い

く

こ

と

の

重

要

性

を

述

べ

た

。

そ

こ

に

は

、

教

育

に

一

貫

性

を

持

た

せ

る

と

共

に

、

学

校

で

は

な

か

な

か

教

え

ら

れ

な

い

仏

教

教

育

を

社

会

教

育

と

し

て

補

完

す

る

意

味

も

あ

っ

た

。

ま

た

、

女

学

校

と

い

う

言

葉

が

出

て

き

た

が

、

高

楠

順

次

郎

は

、

女

子

教

育

と

い

う

こ

と

に

も

言

及

し

て

い

る

。

こ

の

背

景

と

し

て

、

日

露

戦

争

勝

利

の

最

大

の

要

因

と

し

て

、

家

族

主

義

の

理

論

を

展

開

し

て

い

た

こ

と

が

あ

げ

ら

れ

る

。

家

族

主

義

に

お

い

て

は

、

家

長

へ

の

服

従

を

通

じ

て

底

辺

か

ら

国

家

を

支

え

る

と

い

う

女

性

像

が

求

め

ら

れ

、

そ

れ

は

次

第

に

良

妻

賢

母

と

い

う

価

値

観

に

昇

華

さ

れ

て

い

く

こ

と

に

な

る

。 
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結

論 

 

教

育

と

い

う

視

点

で

近

代

仏

教

を

考

察

し

て

き

た

が

、

近

代

仏

教

に

お

け

る

教

育

は

、

国

家

の

方

針

に

そ

っ

て

進

ん

で

き

た

部

分

が

少

な

か

ら

ず

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

考

え

さ

せ

ら

れ

た

。 

 

日

本

は

近

代

国

家

を

目

指

し

、

西

洋

化

を

進

め

、

日

清

戦

争

・

日

露

戦

争

と

い

う

戦

争

も

経

験

し

た

。

そ

の

過

程

で

は

、

国

家

主

義

的

思

想

が

重

視

さ

れ

、

キ

リ

ス

ト

教

へ

の

危

機

感

や

自

由

主

義

的

思

想

と

い

う

価

値

観

も

現

れ

た

が

、

帝

国

主

義

へ

と

発

展

し

て

い

っ

た

。

そ

う

い

っ

た

状

況

下

で

、

説

か

れ

た

仏

教

に

国

家

主

義

的

思

想

へ

の

妥

協

が

見

ら

れ

る

の

は

仕

方

が

な

い

こ

と

な

の

か

も

し

れ

な

い

。

し

か

し

、

本

論

で

述

べ

て

き

た

井

上

円

了

、

清

沢

満

之

、

前

田

慧

雲

、

高

楠

順

次

郎

と

い

っ

た

人

物

に

は

、

仏

教

・

真

宗

を

教

育

の

根

底

に

置

く

と

い

う

こ

と

は

曲

げ

て

い

な

い

よ

う

に

思

わ

れ

る

。

こ

れ

が

斎

藤

氏

の

い

う

仏

教

教

育

の

究

極

的

目

的

で

あ

る

普

遍

的

な

も

の

で

は

な

い

だ

ろ

う

か

。

井

上

円

了

は

哲

学

に

よ

り

、

仏

教

を

深

め

よ

う

と

し

、

清

澤

満

之

は

自

身

の

限

界

を

し

る

こ

と

で

、

他

力

の

教

え

に

出

遇

っ

た

。

前

田

慧

雲

は

、

他

力

の

教

え

を

修

養

の

中

に

現

そ

う

と

し

、

高

楠

順

次

郎

は

仏

教

を

希

望

で

は

な

く

、

覚

悟

の

宗

教

で

あ

る

と

言

い

切

っ

た

。

そ

れ

ぞ

れ

、

実

践

方

法

は

違

う

が

根

底

に

は

仏

教

・

真

宗

の

教

え

が

あ

る

と

い

う

事

は

共

通

し

て

い

る

。

そ

し

て

、

現

代

の

私

た

ち

は

彼

ら

の

仏

教

の

実

践

活

動

か

ら

学

ぶ

べ

き

こ

と

は

多

い

と

考

え

る

。 

最

後

に

、

改

め

て

近

代

仏

教

は

ど

こ

ま

で

も

広

く

、

定

義

し

て

い

く

こ

と

が

難

し

い

も

の

で

あ

る

と

痛

感

さ

せ

ら

れ

た

。

だ

が

、

そ

れ

は

言

い

換

え

る

と

、

近

代

化

の

過

程

の

中

で

、

仏

教

に

可

能

性

を

感

じ

た

多

く

の

仏

教

者

が

寺

院

を

飛

び

出

し

て

、

色

々

な

領

域

で

活

躍

し

た

こ

と

の

証

で

あ

る

と

言

え

る

だ

ろ

う

。 
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註 

 

１ 

大

谷

栄

一

・

吉

永

進

一

・

近

藤

俊

太

郎

編

『

近

代

仏

教

ス

タ

デ

ィ―

ズ

』

ⅶ

頁 

２ 

斎

藤

昭

俊

『

近

代

仏

教

教

育

史

』

二

〇

頁 

３ 

森

龍

吉

編

『

真

宗

史

料

集

成 

第

十

二

巻 

真

宗

教

団

の

近

代

化

』

二

八

頁 

４ 

井

上

円

了

『

教

育

関

係

論

』

十

六

頁 

５ 

井

上

円

了

『

教

育

関

係

論

』

二

〇

頁 

６ 

井

上

円

了

『

教

育

関

係

論

』

二

七

～

二

八

頁 

７ 

井

上

円

了

著

・ 

東

洋

大

学

創

立

一

〇

〇

周

年

記

念

論

文

集

編

纂

委

員

会

編

『

井

上

円

了

選

集 

第

一

一

巻

』

四

四

七

頁 

８ 

高

山

秀

嗣

「

井

上

円

了

の

教

育

観―

哲

学

館

を

中

心

に

し

て—

」

二

六

〇

頁 

９ 

長

谷

川

琢

哉

「

仏

教

の

近

代

化

と

〈

哲

学

〉—

井

上

円

了

と

清

澤

満

之

の

教

育

へ

の

関

わ

り

を

背

景

と

し

て—

」

一

六

三

頁 

１

０ 

清

澤

満

之

著

・

暁

烏

敏

・

西

村

身

暁

編

『

清

澤

満

之

全

集 

第

八

巻

』

三

五

四

頁 

１

１ 

清

澤

満

之

著

・

暁

烏

敏

・

西

村

身

暁

編

『

清

沢

満

之

全

集 

第

二

巻

』

七

四

〇

～

七

〇

六

頁 

１

２ 

松

岡

雅

則

「

清

澤

満

之

の

教

育

観

」

一

一

六

頁 

１

３ 

渡

邊

雄

一

「

清

澤

満

之

に

お

け

る

〈

修

養

〉

思

想

に

つ

い

て

」

一

〇

三

頁 

１

４ 

松

岡

雅

則

「

清

澤

満

之

の

教

育

観

」

一

一

七

頁 

１

５ 

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

総

合

研

究

所

編

『

浄

土

真

宗

聖

典―

注

釈

版

第

二

版―

』

八

三

六

頁 

１

６ 

斎

藤

昭

俊

『

近

代

仏

教

教

育

史

』

一

四

九

頁 

１

７ 

前

田

慧

雲

『

修

養

と

研

究

』

二

～

五

頁 

１

８ 

前

田

慧

雲

『

修

養

と

研

究

』

一

〇

頁 

１

９ 

前

田

慧

雲

『

修

養

と

研

究

』

二

三

頁 

２

０ 

前

田

慧

雲

『

修

養

と

研

究

』

二

五

頁 

２

１ 

高

楠

順

次

郎

『

生

の

實

現

と

し

て

の

佛

教

』

三

七

頁 

 



コピー厳禁

 

 

 

 
２

２ 
高

楠

順

次

郎

『

生

の

實

現

と

し

て

の

佛

教

』

一

一

八

頁 

２

３ 
山

崎

龍

明

「

高

楠

順

次

郎

の

教

育

論―

仏

教

女

子

教

育

の

背

景―

」

一

三

七

頁 

２

４ 

高

楠

順

次

郎

『

親

鸞

聖

人

』

八

九

頁 

   

参

考

文

献 

 

書

籍 楠

淳

證

・

中

西

直

樹

・

嵩

満

也

編

『

国

際

社

会

と

日

本

仏

教

』

丸

善

出

版

、

二

〇

二

〇

年 
 

嵩

満

也

・

吉

永

進

一

・

碧

海

寿

広

編

『

日

本

仏

教

と

西

洋

世

界

』

法

蔵

館

、

二

〇

二

〇

年 
 

西

平

直

『

修

養

の

思

想

』

春

秋

社

、

二

〇

二

〇

年 

岩

田

真

美

・

桐

原

健

真

編 

『

カ

ミ

と

ホ

ト

ケ

の

幕

末

維

新

』

法

蔵

館

、

二

〇

一

八

年 

赤

松

徹

眞

編

著

『
『

反

省

会

雑

誌

』

と

そ

の

周

辺

』

法

蔵

館

、

二

〇

一

八

年 

和

崎

光

太

郎

『

明

治

の

〈

青

年

〉—

立

志

・

修

養

・

煩

悶—

』

ミ

ネ

ル

ヴ

ァ

書

房

、

二

〇

一

七

年 
 

大

谷

栄

一

・

吉

永

進

一

・

近

藤

俊

太

郎

編

『

近

代

仏

教

ス

タ

デ

ィ―

ズ

』

法

蔵

館

、

二

〇

一

六

年 

谷

川

穣

『

明

治

前

期

の

教

育

・

教

化

・

仏

教

』

思

文

閣

出

版

、

二

〇

一

六

年 

碧

海

寿

広

『

入

門

近

代

仏

教

思

想

史

』

筑

摩

書

房

、

二

〇

一

六

年 
 

碧

海

寿

広

『

近

代

仏

教

の

な

か

の

真

宗

』

法

蔵

館

、

二

〇

一

四

年 

岩

田

文

昭

『

近

代

仏

教

と

青

年

』

岩

波

書

店

、

二

〇

一

四

年 
 

江

島

尚

俊

・

三

浦

周

・

松

野

智

章

編

『

近

代

日

本

の

大

学

と

宗

教

』

法

蔵

館

、

二

〇

一

四

年 

本

願

寺

資

料

研

究

所

編

纂

『

本

願

寺

史 

第

三

巻

』

本

願

寺

出

版

社

、

二

〇

一

〇

年 

 
 

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

総

合

研

究

所

編

『

浄

土

真

宗

聖

典―

注

釈

版

第

二

版―

』

本

願

寺

出

版

社

、

二

〇

〇

四

年 

 



コピー厳禁

 

 

 

  
 

中

西

直

樹

『

日

本

近

代

の

仏

教

女

子

教

育

』

法

蔵

館

、

二

〇

〇

〇

年 
芹

川

博

通

『

近

代

化

の

仏

教

思

想

』 

大

東

出

版

社

、

一

九

八

九

年 
龍

谷

大

学

三

百

五

十

年

史

編

集

委

員

会

編

『

龍

谷

大

学

三

百

五

十

年

史 

通

史

編 

上

巻

』

龍

谷

大

学

、

一

九

八

七

年 

井

上

円

了

著

・ 

東

洋

大

学

創

立

一

〇

〇

周

年

記

念

論

文

集

編

纂

委

員

会

編 

『

井

上

円

了

選

集 

第

一

一

巻

』

東

洋

大

学

、

一

九

八

七

年 

常

光

治

然

『

明

治

の

佛

教

者 

上

』

春

秋

社

、

一

九

八

六

年 

常

光

治

然

『

明

治

の

佛

教

者 

下

』

春

秋

社

、

一

九

八

六

年 
 

峰

島

旭

雄

編

『

近

代

日

本

の

思

想

と

仏

教

』

東

京

書

籍

、

一

九

八

二

年 

柏

原

祐

泉

編

『

真

宗

史

料

集

成 

第

十

一

巻 

維

新

期

の

真

宗

』

同

朋

舎

、

一

九

七

五

年 

森

龍

吉

編

『

真

宗

史

料

集

成 
第

十

二

巻 

真

宗

教

団

の

近

代

化

』

同

朋

舎

、

一

九

七

五

年 

斎

藤

昭

俊

『

近

代

仏

教

教

育

史

』

国

書

刊

行

会

、

一

九

七

五

年 

清

澤

満

之

著

・

暁

烏

敏

・

西

村

身

暁

編

『

清

澤

満

之

全

集

』

法

蔵

館

、

一

九

五

三

年 

清

沢

満

之

著 

浩

々

洞

編

『

清

沢

満

之

全

集 

修

養

』

友

光

社

、

一

九

三

八

年 
 

前

田

慧

雲

著

・

前

田

慧

雲

全

集

刊

行

会

編

纂

『

前

田

慧

雲

全

書

』

春

秋

社

、

一

九

三

一

年 

前

田

慧

雲

『

修

養

と

研

究

』 

井

洌

堂

、

一

九

〇

五

年 

高

楠

順

次

郎

『

生

の

實

現

と

し

て

の

佛

教

』

大

雄

閣

、

一

九

二

四

年 

高

楠

順

次

郎

『

高

楠

順

次

郎

全

集 

第

七

巻

』

教

育

新

潮

社

、

二

〇

〇

八

年 

 

論

文 長

谷

川

琢

哉

「

井

上

円

了

の

仏

教

改

良

運

動

と

真

宗

大

谷

派

」
『

現

代

と

親

鸞

第

四

十

四

号

』 

親

鸞

仏

教

セ

ン

タ

ー(

真

宗

大

谷

派)

、

二

〇

二

一

年 

長

谷

川

琢

哉

「

仏

教

の

近

代

化

と

〈

哲

学

〉—

井

上

円

了

と

清

澤

満

之

の

教

育

へ

の

関

わ

り

を

背

景

と

し

て—

」 

『

現

代

と

親

鸞

第

四

十

三

号

』

親

鸞

仏

教

セ

ン

タ

ー(

真

宗

大

谷

派)

、

二

〇

二

〇

年 

 



コピー厳禁

 

 

 

  
 

菊

川

一

道

「

近

代

真

宗

に

お

け

る

修

養

思

想―

前

田

慧

雲

を

中

心

と

し

て—

」 

『

真

宗

研

究

（

眞

宗

連

合

學

會

研

究

紀

要

）

五

九

号

』

百

華

苑

、

二

〇

一

五

年 
高

山

秀

嗣

「

井

上

円

了

の

教

育

観―

哲

学

館

を

中

心

に

し

て—

」
『

印

度

學

佛

教

學

研

究

第

五

十

五

巻

第

二

号

』 

日

本

印

度

學

佛

教

學

會

、

二

〇

〇

七

年 

渡

邊

雄

一

「

清

澤

満

之

に

お

け

る

〈

修

養

〉

思

想

に

つ

い

て

」
『

日

本

仏

教

教

育

学

研

究 

十

三

号

』 
日

本

仏

教

教

育

学

会

、

二

〇

〇

五

年 

松

岡

雅

則

「

清

澤

満

之

に

お

け

る

青

年

教

育―

『

心

霊

の

諸

徳

』
『

心

霊

の

修

養

』

を

中

心

と

し

て—

」 

『

日

本

仏

教

教

育

学

研

究 

五

号

』

日

本

仏

教

教

育

学

会

、

一

九

九

七

年 

松

岡

雅

則

「

清

澤

満

之

の

教

育

観

」
『

日

本

仏

教

教

育

学

研

究 

四

号

』

日

本

仏

教

教

育

学

会

、

一

九

九

六

年 

山

崎

龍

明

「

高

楠

順

次

郎

の

教

育

論―

仏

教

女

子

教

育

の

背

景―

」
『

武

蔵

野

女

子

大

学

紀

要 

三

十

号

』 

武

蔵

野

女

子

大

学

文

化

学

会

、

一

九

九

五

年 

山

本

哲

生

「

明

治

期

初

期

に

お

け

る

僧

侶

と

教

育

と

を

繞

る

諸

相

」
『

論

集 

日

本

仏

教

史 

第

八

巻 

明

治

時

代

』 
 

雄

山

閣

出

版

、

一

九

八

六

年 

 
 

山

本

哲

生

「
〈

教

育

と

宗

教

の

衝

突

〉

論

争

を

め

ぐ

る

仏

教

側

の

対

応―

仏

教

関

係

雑

誌

を

中

心

に―

」 

 
 

 
 

 
 

『

教

育

学

雑

誌

第

十

一

号

』

日

本

大

学

教

育

学

会

、

一

九

七

七

年 

船

山

謙

次

「

井

上

哲

次

郎

の

教

育

思

想―

国

民

道

徳

論

を

中

心

に―

」 

『

北

海

道

學

藝

大

學

紀

要 

第

一

部

八

巻

一

号

』

北

海

道

学

芸

大

学

、

一

九

五

七

年 

  

資

料 大

谷

大

学

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ 

【

沿

革 
|

 

大

谷

大

学 
(

o
t

a
n

i
.

a
c

.
j

p
)

】 

（

二

〇

二

二

年

一

月

八

日

） 

大

澤

絢

子

「

修

養

ブ

ー

ム

が

作

り

出

し

た

潮

流

」
『

中

央

公

論 
八

月

号

』

中

央

公

論

社

、

二

〇

二

一

年 

近

藤

俊

太

郎

・

林

淳

・

大

谷

栄

一

・

碧

海

寿

広

「

い

ま

な

ぜ

近

代

仏

教

な

の

か

」 

『

現

代

思

想

四

十

六

号

』

青

土

社

、

二

〇

一

八

年 

https://www.otani.ac.jp/about/nab3mq0000000zwa.html



